
６号機 使用済燃料の号機間輸送作業完了について

 ６号機の使用済燃料プールに保管されていた３８体の使用済燃料を３号機の使用済燃料プールへ

輸送。（８月８日輸送完了）

 今後、７号機についても、３８０体の使用済燃料を号機間輸送する予定。
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＜号機間輸送の流れ＞
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参考：号機間輸送作業の様子

２

収納数 ３８体

総重量 約１２０ｔ

全長 約６．４ｍ

外径 約２．６ｍ

＜キャスク１基あたりの仕様＞

④燃料装填
＜６号機使用済燃料プールでの装填作業の様子（7/7,7/8）＞

⑥構内輸送（３号機へ）
＜構内輸送している様子（7/22）＞

※核物質防護の観点から写真を一部加工しています。

④燃料装填
＜６号機キャスクピット内で装填した使用済燃料（7/7,7/8）＞
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